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院外広報誌  

倶知安厚生病院総合診療科の木佐と申します。今年の 4 月に倶知安厚生病院に赴任してきました。総合診療科に昨年度 4 人

いた常勤医は私 1 人になり、非常勤医師による診療支援体制も変わりました。倶知安厚生病院総合診療科の役割は基本的に変

わっていません。「総合診療科」という診療科は病院の事情に合わせてその役割が決まります。 

倶知安厚生病院では、いわゆる「内科」としての役割の他に、どこの科にかかったらいいかわからない場合、複数の疾患があ

るが 1 箇所でまとめて診た方がいい場合に受診していただいています。患者様の状態によりそのまま当科に通院していただく

こともあれば、専門科・専門外来に回っていただいたり、地域の開業医の先生や地元の医療機関へご紹介することもあります。

ただし、最近の状況として、羊蹄山麓には入院できる医療機関がない、あるいは足りない自治体が多く、倶知安厚生病院は入院

診療を提供することが重要と考えております。このため、私の勤務は病棟業務を中心にせざるを得ず、外来を担当する時間が限

られています。外来の医師のやりくりが大変難しく、1 人の医師に継続してかかることが難しい状況となっておりますが、ご理

解を賜りますようお願い申し上げます。お近くの医療機関にかかって、倶知安厚生病院総合診療科での入院が適当と判断された

ら、その医療機関から当院に連絡を取っていただき入院の手配をするようにしております。 

さて、倶知安厚生病院を取り巻く環境は厳しいものですが、都市部以外の多くの地域と共通した問題を抱えています。その一

つに医師不足から来る診療機能の低下、および赤字の問題があります。 

医師不足に関して、新しい戦力として活躍が期待される 20 歳台、30 歳台の医師たちはちょうど医学部の入学定員が削減さ

れていた時代にあたり、最近の新卒の医師数が少なくなっているというのは事実です。しかし、倶知安に医師が集まらない原因

はそれだけではありません。 

最近のトピックスとして「医師の集約化」の流れがあります。「医師の集約化」というのは、医師を少ない人数でたくさんの

病院に勤務させるより、少ない病院に多い人数で勤務してもらうことをいいます。例えば、医師が 10 人いたとして、2 人ずつ

5 箇所の病院で勤務すると 2 日に 1 回病院内で留守番をしなければならず（これを当直といいます）、2 日に 1 回は家に帰る

ことができません。また、医師がたくさんいるとより高度な診療をしたり、交代で様々な活動をすることができますが、少ない

人数ではそれもできません。そこで、医師 10 人を 5 箇所に配置するならば、1 箇所の病院に 6 人の医師を配置して、残りの

4 箇所には外来のみ行う医師 1 人を配置し、連携をしながら医療を進めていく、という時代になりつつあります。この時に集

約化する病院とされる病院が出てきます。倶知安は北海道の中では地理的に札幌に近く、そのため集約化される（医師が引き上

げられる）方になっているのが現状です。 

病院の赤字に関しても、倶知安厚生病院の役割を考えると赤字が生じやすい構造になっています。日本の医療の仕組みでは、

普通に病院にかかった場合（いわゆる保険診療）の値段は全国で一律です。そこで赤字を減らして黒字にするためには、効率を

上げるしかありません。つまり、自分の病院の得意分野の患者をたくさん集める一方、患者数が少ない病気や病院の収入が少な

くなるような病気の患者を断るようにすると、効率が上がります。また、救急医療もいつ来るかわからない患者のために多くの

医療スタッフが待機しなければならず効率が悪いです。しかし、都市部で他にも病院があるのならば許されるかもしれません

が、羊蹄山麓のように医療機関の数に限りがあるところでは多少効率が悪くても、住民のために必要 

と思われる医療は提供するべきだと考えます。 

病院の赤字だけを議論すると、病院が無い方が良いということになってしまいます。そうではなく 

て、この病院にどのような役割を期待して、どの範囲内なら赤字を許容して運営していくのかを考え 

る必要があります。病院が工夫する余地はたくさんありますが、良かれと思ってやった工夫が地域の 

皆さんの期待と異なって裏目に出ることもありえます。 

倶知安厚生病院のような立場の病院は全国にたくさんあり、地域の理解や協力を得て生き残る病院 

と、自然消滅を待つ病院に分かれつつあります。今までのやり方では医師が増えることは期待できな 

い時代です。地域の皆さんが病院にどう関わっていくかが問われています。       総合診療科 主任医長 木佐 健悟 

総合診療科の紹介と倶知安厚生病院を取り巻く環境について 

 

 
募集人数：４名 
 

勤務地：倶知安厚生病院 事務部 ①医事課（事務員） 

                ②健康推進課（事務員） 

            看護部 ③病棟（看護助手） 
 

勤務時間：①８時００分～１６時３０分、 

８時３０分～１７時００分 

②７時１５分～１５時４５分 

      ８時３０分～１７時００分 

③８時３０分～１７時００分 

※いずれも休憩１時間 

※勤務時間は短時間でも可能です。 

時給：８２０円 

交通費支給 
 

業務内容：①（医事課）受付、予約窓口・医師事務作業補助者業務 ２名 

     ②（健康推進課）人間ドック等の予約、会計、請求業務 １名 

③（看護部）看護助手業務全般 １名 
 

休日：①②週休２日制（土・日・祝祭日） 

   ③週休２日制（シフト制） 
 

待遇：・託児所（院内保育園）があり、育児をしている方も安心して

働く事が出来ます。 

・福利厚生として人間ドックを受けれます。（自己負担無し） 

・１年以上勤務した方に職員転換試験の受験資格あり。 

 

応募方法：まずは下記担当までご連絡ください 

・総合診療科の紹介と倶知安厚生を取り巻く   

環境について           Ｐ．１ 

・貧血について           Ｐ．２ 

・一度検査を受けてみませんか     

～ドックのすすめ～        Ｐ．３ 

・ご案内              Ｐ．４ 

ご応募はこちらから 

ＴＥＬ ０１３６－２２－１１４１ 

②の勤務時間はどちらかです。 


